
}

一

m
A
 

第

か
平

成

轍

…
ず
均
一
》、F
F
融

…
i

七

日

、

庖

A
Y

…
⑧
…
 

e e 

ハイウェイ時代の幕開け

|町の動き |(11月1日現在)

-人口 10，633人(-1人)

-男子 5，020人(-2人)

-女子 5，613人(+1人)

-世帯数 3，449戸(+8戸)

¥¥ 
( )内前月比

今月の主な記事

0四国縦貫自動車道いよ西条一川内間開通…………… 2~3

Oスター卜しました認定農業者制度…………………………4
0秋の叙勲 ・読書感想文入賞者発表・……・……...・H ・...……5
O力メラレポ 卜………………………………………… 6~9
0取材ノート ・ 役者ネットワークほか…・…………… ・ ・ 10~11

Oみんなの幸せを願って ・ 人権作文・…………… ・ ・・… " 12~ 1 3

0婦人会だより ・ 社会福祉協議会だより…・……-… '14~15
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四
国
縦
貫
自
動
車
道
い
よ
西
条

川
内
聞
の
開
通
は
、
単
に
三
+

五
・
六
キ
ロ
の
道
路
の
開
通
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
人
、
モ
ノ
の
交
流
、

交
通
混
雑
の
解
消
な
ど
川
内
町
に

と
っ
て
は
、
意
義
深
い
開
通
で
あ

り
ま
す
が
、
ま
た
一
愛
媛
県
、
・
四
国

全
体
に
と
っ
て
も
た
い
へ
ん
意
義

深
い
開
通
と
な
り
ま
し
た
。

地
域
が
ま
す
ま
す
活
性
化
し
、

発
展
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
ハ

イ
ウ
ェ
イ
の
開
通
は
、
川
内
町
の

未
来
を
感
じ
さ
せ
る
で
き
ご
と
で

あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。. . 

イ
ウ
工

イ

開石
通鎚
式山
S 
A 
で

団
、
建
設
省
、
運
輸
省
関
係
者
、
国

会
議
員
、
地
元
町
長
、
土
地
提
供
者

ら
約
五
百
三
十
人
が
出
席
し
、
午

前
十
時
過
、
ぎ
に
は
欽
入
れ
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

薄
れ
日
の
も
れ
る
秋
空
に
四
国

縦
貫
自
動
車
道
い
よ
西

h
仲

条
1

川
内
聞
の
開
通
を

剖
制

祝
う
花
火
の
音
が
響
き

ロ
ル

コ
ニ
コ
事

-0

4'IF

ふ
4
ゃ
λ
〆

、

f
k

十
一
月
十
六
日
午
前

十
時
、
周
桑
郡
小
松
町

に
あ
る
石
鎚
山
サ
ー
ビ

ス
エ
リ
ア
前
の
高
速
道

路
上
で
行
わ
れ
た
開
通

式
に
は
、
伊
賀
知
事
を

は
ど
め
と
し
て
道
路
公

‘開通式でインタビューを受ける森町長

， 

企川内ICに向けて出発したパレード

-2 

開
通
式
会
場
に
は
、
関

係
者
以
外
に
報
道
関
係
者

が
大
挙
し
て
取
材
合
戦
を

く
り
ひ
ろ
げ
で
お
り
、
報

道
関
係
者
の
多
さ
か
ら
、

こ
の
開
通
に
寄
せ
る
期
待

を
感
じ
た
。
な
か
で
も
、

県
外
の
報
道
関
係
者
が
精
力
的
に

取
材
を
し
て
い
る
光
景
は
、
単
な

る
い
よ
西
条
川
内
聞
の
開
通
に

と
ど
ま
ら
な
い
で
き
ご
と
で
あ
る

こ
と
を
痛
感
し
た
。

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
後
は
、
川
内

イ
ン
タ
ー
ま
で
の
パ
レ
ー
ド
が
行



. 
4・

企永聖子高架橋をゆくパレード

企開通を祝う電光掲示板

わ
れ
、
参
加
者
の
車

が
パ
ト
カ
ー
の
先
導

で
次
々
と
発
進
し
て

ゆ
き
ま
し
た
。

山
岳
ハ
イ
ウ
ェ
イ
と

い
わ
れ
る
だ
け
あ
っ

て
、
ト
ン
、
不
ル
、
高
架

橋
の
連
続
で
、
途
中

の
ハ
イ
ウ
ェ
イ
を
横

断
し
て
い
る
高
架
橋

の
上
に
は
、
人
が
集

ま
り
、
パ
レ
ー
ド
に
子

を
振
り
開
通
を
祝
っ

て
い
た
。
交
通
情
報

を
知
ら
せ
る
た
め
の

電
光
掲
示
板
も
、
当

日
は
、
開
通
を
祝
う
メ
ッ
セ
ー
ジ

に
な
っ
て
い
た
。

埋
ま
り
ま
し
た
。

公
団
、
県
知

事
の
あ
い
さ
つ
、

工
事
報
告
の
後
、

来
賓
の
方
々
よ

り
祝
辞
が
述
べ

ら
れ
、
最
後
に

万
歳
三
唱
で
開

通
を
祝
い
ま
し

た。

-・圃・・・
祝勢
賀室
式毒
育
セ
，ノ

タ

で

パ
レ
ー
ド
の
後
、
勤
労
者
体
育

セ
ン
タ
ー
で
開
通
祝
賀
式
が
行
わ

れ
、
関
係
者
約
六
百
人
で
会
場
は

企開通祝賀式であいさつする伊賀知事

川内町で川内インター 1番乗り 砂

の宮内さんと吉本さん

-
川
内
イ
ン
タ
ー
で

圃
開
通
行
事

午
後
三
時
の
開
通
に
合
わ
せ
、

一
番
乗
り
し
た
の
は
高
知
県
の
方

で
し
た
が
、

二
番
目
に
は
、
川
内

町
の
宮
内
さ
ん
と
吉
本
さ
ん
で
、

料
金
所
の
職
員
の
方
か
ら
記
念
品

を
受
け
取
っ
て
、

一
路
、
西
条
方
面

へ
初
乗
り
入
れ
の
感
触
を
あ
じ
わ

い
な
が
ら
車
を
は
し
ら
せ
て
い
た
。
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スタートしました

(認定農業者制度]

近
年
の
深
刻
化
し
て
い
る
農
業

の
担
い
手
不
足
に
対
処
す
る
た
め
、

農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
が
昨

年
八
月
に
施
行
さ
れ
、
総
合
的
な

担
い
手
対
策
が
制
度
化
さ
れ
ま
し

た。
町
で
は
、
同
法
に
基
づ
き
、
担

い
手
の
育
成
を
図
る
た
め
、
魅
力

あ
る
農
業
経
営
の
目
標
を
示
し
た

「
農
業
経
営
基
盤
強
化
の
促
進
に

関
す
る
基
本
的
な
構
想
」
を
策
定

し
、
同
構
想
に
基
づ
く
認
定
農
業

者
制
度
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

園
認
定
農
業
者

圃

制
度
と
は

こ
の
制
度
は
、
町
基
本
構
想
に

示
し
て
い
る
農
業
経
営
の
目
標

(
別
表
参
照
)
に
向
け
て
、
自
ら
の

創
意
工
夫
に
よ
り
農
業
経
営
の
改

善
を
計
画
的
に
進
め
よ
う
と
す
る

農
業
者
を
町
が
地
域
に
お
け
る
将

来
に
わ
た
る
農
業
経
営
の
担
い
手

と
し
て
認
定
し
、
こ
れ
ら
の
認
定

農
業
者
に
対
し
て
町
、
農
業
団
体

等
が
各
種
の
総
合
的
な
支
援
を
行

お
う
と
い
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

. . 

一
支
援
措
置
は

認
定
さ
れ
ま
す
と
、

①
農
業
経
営
に
関
す
る
情
報
、
経

営
改
善
の
指
導
等
が
優
先
的
に

受
け
ら
れ
る

②
農
地
の
あ
っ
せ
ん
が
優
先
的
に

受
け
ら
れ
る

③
農
地
の
取
得
や
借
入
、
農
業
機

機
・
施
設
の
導
入
等
に
対
し
て
、

低
利
な
資
金
の
融
資
が
受
け
ら

れ
る

④
経
営
規
模
を
一
定
以
上
拡
大
す

る
と
機
械
、
施
設
の
減
価
償
却

を
割
増
計
上
で
き
る

な
ど
の
支
援
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

一
手
続
き
は

農
業
者
自
ら
が
農
業
経
営
の
改

善
目
標
に
関
す
る
計
画
(
農
業
経

営
改
善
計
画
)
を
作
成
し
、
町
に

認
定
を
申
請
し
ま
す
。
町
は
申
請

さ
れ
た
計
画
が
基
本
構
想
に
照
ら

し
て
適
切
な
場
合
、
こ
れ
を
認
定

し
ま
す
。

さ
せ
て
い
こ
う
と
さ
れ
て
い
る
農

家
の
皆
さ
ん
、
ま
た
、
こ
れ
か
ら

農
業
を
始
め
た
い
と
思
わ
れ
て
い

る
人
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ

、4
0

問
い
合
わ
せ
先

役
場
産
業
課
宮
⑬
二
二
二
二

有
線
二
二
ハ
一

な
お
、
農
業
経
営
改
善
計
画
の

作
成
に
つ
い
て
は
、
農
業
者
の
要

請
に
応
じ
て
町
が
関
係
機
関
の
協

力
を
得
て
計
画
作
成
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

魅
力
あ
る
農
業
経
営
を
め
ざ
し

経
営
規
模
の
拡
大
や
集
約
化
、
複

合
化
な
ど
に
よ
っ
て
経
営
を
発
展

目標類型別一覧表

経営 f本別 営 農 類 型 31J 
経営
規模

水稲(9 ha) +麦(4.5ha) 9.0ha 

土地利用型 水稲(9 ha)十タマネギ(0.8ha) 9.0ha 

個別経営体 水稲(5.2ha)+新テッポウユリ (0.3ha) 5.5ha 

施設イチゴ(0.3ha)十水稲(5.3ha) 5.6ha 
施設型

施設トマト(水耕0.4ha) 0.4ha 

高ilti議経営体 土地利用型 水稲(40ha)+麦(40ha) 40.0ha 

4 

育成牛50頭 ・肥育牛100頭・飼料5ha 

経産牛40頭・育成牛21頭・飼料6ha 



勲大等単光旭日章受章

. 
u 

川内町森林組合長

十亀義房さん(西中村)

平
成
六
年
十
一
月
十
一
日
、
東

京
の
農
林
水
産
省
で
行
わ
れ
た
叙

勲
伝
達
式
に
わ
い
で
、
川
内
町
の

十
亀
義
一
房
さ
ん
が
勲
六
等
単
光
旭

日
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

十
亀
義
一
房
さ
ん
は
、

三
内
森
林

組
合
長
と
し
て
森
林
組
合
の
合
併

に
尽
力
さ
れ
、
昭
和
五
十
二
年
四

月

一
日
川
内
町
森
林
組
合
が
設
立

さ
れ
る
と
、
初
代
組
合
長
に
就
任

さ
れ
ま
し
た
。
以
来
現
在
に
至
る

ま
で
川
内
町
森
林
組
合
長
と
し
て

林
業
の
振
興
、
育
成
に
尽
力
さ
れ
、

そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
て
今
回
の

受
章
と
な
り
ま
し
た
。

〔
白
書
感
想
文
入
賞
者
発
表

入

選〉

O
小
学
校
低
学
年
の
部

一

年

川

上

小

丹

生

谷

香

里

二
年

東

谷

小

小

倉

大

輝

三
年

川

上

小

別

宮

r

慧

O 
五四小
年年学
校

西川高
谷上学
小小年
の

石瀧部
川田

期
子
尚
幸

O 
三 二 一中
年年年学

校
川川川の
内内内部
中中中

石
山
奈
々
子

野

中

ふ

み

石

橋

由

理

O
一
般
の
部

上
海
上

樋
口

〈佳

作

O 

年年年学
校

川西東低
上谷谷学
小小小年
この

村高い部

上橋 Z
慶尚号
太紀え

O
小
学
校
高
学
年
の
部

四

年

東

谷

小

門

田

四

年

西

谷

小

杉

原

五

年

川

上

小

渡

部

六

年

川

上

小

菅

野

雅
武
志
貴
美
素
子

O 
一一 中
年年学
校

川川の
内内部
中戸中

宇
和
川
慶
太

森

本

香

O
一
般
の
部

天

神

天

神

普松
里子木

耕重
一子

車宇

《
審
査
を
終
え
て
》

審
査
委
員
代
表

川
内
中
学
校
教
諭

高

須

賀

郁

子

「読
書

っ
て
、
こ
ん
な
に
楽
し

い
ん
だ
よ
。
」
と
い
う
声
が
聞
こ
え

て
き
そ
う
な
、
素
直
な
感
想
文
が

数
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

小
学
校
低
学
年
の
作
品
に
は
、

ふ
だ
ん
は
気
に
も
と
め
な
か
っ
た

小
さ
な
動
物
の
不
思
議
に
目
を
向

け
た
も
の
や
、
主
人
公
ヘ
呼
び
か

け
た
も
の
な
ど
が
あ
り
、
感
動
が
生

き
生
き
と
表
現
で
き
て
い
ま
し
た
。

高
学
年
に
な
る
と
、
登
場
人
物

の
立
ち
場
で
考
え
、
い
っ
し
ょ
に

空
想
の
冒
険
に
飛
び
出
し
た
り
と
、

読
書
の
楽
し
さ
が
よ
く
伝
わ
っ
て

き
己
土
品
?
レ
ル
心
。

ま
た
、
中
学
生
に
な
る
と
、
作

者
の
言
わ
ん
と
す
る
こ
と
を
読
み

取
り
、
自
分
の
体
験
を
通
し
て
理

解
し
よ
う
と
し
、
さ
ら
に
疑
問
を

持
っ
て
深
く
考
え
て
い
こ
う
と
す

る
姿
勢
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

一
般
の
部
は
、
数
少
な
い
応
募

の
中
に
も
、
個
性
豊
か
な
作
品
が

そ
ろ
い
、
物
事
を
と
ら
え
る
視
点

の
多
様
性
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

メ
デ
ィ
ア
の
発
達
と
と
も
に
、

活
字
離
れ
が
進
ん
で
い
る
と
言
わ

れ
て
久
し
い
今
日
で
す
。
し
か
し

読
み
た
い
と
思
う
本
に
巡
り
あ
え

た
時
、
わ
ず
か
な
時
間
を
惜
し
む

ほ
ど
読
書
に
夢
中
に
な
り
、
ま
す

ま
す
、
新
し
い
世
界
へ
の
興
味
が

わ
い
て
き
ま
す
。

ま
ず
好
き
な
本
を
手
に
取
っ
て

み
る
。
そ
し
て
、
「
読
む
」
楽
し
さ

を
知
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
を
始
め

て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

-5ー
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今年は、ためとも祭りで

丸太引き大会が行われまし

たが、競技途中で鋸が.だめ

になるハプニングカずあり、

中止となりました。残念.ゲ

力メ5
Lノポ'-}、

‘ためとも祭り 10/16 

恒例となった、ためとも祭りが滑川小学校

跡で開催されました。

年を追うごとに参加者が増え、静かな里が

一日中にぎわいました。

• 
4

守

・

‘第2回高齢者大運動会

10月20日、重信川河川敷のみんな

の広場で、高齢者大運動会が開催さ

れました。

当日は、風が冷めたく、今にも雨

が降ってきそうなあいにくの空模様

でしたが、それを吹き飛ば、すハッス

ルプレーで、皆さん一日楽しみまし

た。

-6-



第21回

(川内町文化祭〉

11/11 '"-13 . . 

付金j、金治講演会

文化祭の初日、中央公民館大ホールで、桂小金

治さんをお招きして、文化講演会が開催されま

した。

講演会は、笑い、泣き、笑いの連続でした。

素人のど自慢大会砂

文化祭の2日目、中央公民館大ホールで素人の

ど自慢大会が開催されました。

..一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一ーー一一一ー一←ー一一一一一一一一ー一一一一一一一一ー←一一一一一一一一『

最 優秀賞

優秀賞

大西

佐藤

トミエ

優秀賞

郵便局長賞

子

美

暗

年

和
藤

原

奇

近

桑

角
熱演賞

英

のど自慢大会での

小道具や衣裳も見

どころでした。

おしどり夫婦の

やきとリ屋さん

もありました。

押し花絵体験コーナ

もありました。

9 

要性警禿Ad

文化祭恒例

もちつき大会
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四
国
縦
貫
自
動
車
道
「
い
よ
西
条
|
川
内
」
開
通
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

と
お
り
ゃ
ん
せ
川
内

ジ
ョ
ギ
ン
グ
&
ハ
イ
ウ
ェ
イ
健
康
ウ
オ
ー
ク

宮室

四
国
縦
貫
道
松
山
自
動
車
道

「
い
よ
西
条
|
川
内
問
」
の
十
六
日

開
通
を
控
え
た
六
日
の
日
曜
日
、

川
内
イ
ン
タ
ー
を
主
会
場
に
ジ
ョ

ギ
ン
グ
や
ハ
イ
ウ
ェ
イ
健
康
ウ
オ

ー
ク
な
ど
の
記
念
イ
ベ
ン
ト
が
開

催
さ
れ
、
一
万
人
を
超
す
人
出
で

に
ぎ
わ
っ
た
。

平

. . 

当
日
は
、
朝
少
し
悶
の
残
る
空

模
様
で
し
た
が
、
し
だ
い
に
天
気

も
回
復
し
、
ハ
イ
ウ
ェ
イ
健
康
ウ

ォ
l
ク
が
始
ま
る
頃
に
は
、
陽
も

さ
し
、
絶
好
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
、
ウ

ォ
l
キ
ン
グ
日
和
と
な
っ
た
。

午
前
九
時
半
の
ス
タ
ー
ト
前
に

は
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

と
し
て
陸
上
自
衛
隊
第
三
混
成
田

音
楽
隊
に
よ
る
ド
リ
ル
演
奏
、
東

ハ人口

・
西
谷

・
川
上
小
学
校
三
一
校
の

小
学
生
に
よ
る
合
唱
、
川
内
中
学

校
ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
に
よ
る
演
奏
が

披
露
さ
れ
た
。

定
刻
の
午
前
九
時
半
、
ス
タ
ー

ト
の
号
砲
を
合
図
に
三
里
ジ
ョ
ギ

ン
グ
が
ス
タ
ー
ト
し
、
順
次
二
里
、

一
里
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
が
ス
タ
ー
ト

?
し
ル
戸
』
O

午
前
十
時
に
は
、
健
康
ウ
オ
ー

ク
が
ス
タ
ー
ト
し
、
高
速
道
路
内

は
、
人
で
埋
め
つ
く
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
川
内
の
景
色
を
眺
め

な
が
ら
、
真
新
し
い
高
速
道
路
で

ハU

の
最
初
で
最
後
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
、

ウ
ォ

l
キ
ン
グ
を
楽
し
ん
だ
。

ま
た
、
ウ
ォ

l
ク
の
折
り
返
し

地
点
で
あ
る
桜
三
里

P
A
で
は
、

P
K
ゲ

l
ム
や
記
念
撮
影
会
も
行

わ
れ
た
。

臨
時
の
イ
ベ
ン
ト
広
場
と
な
っ

た
料
金
所
付
近
で
は
、
午
前
十

一

時
半
か
ら
川
中
太
鼓
、
北
方
獅
子

舞
、
川
内
み
こ
し
の
練
り
歩
き
、
久

万
山
五
神
太
鼓
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
も
催
さ
れ
た
。

イ
ベ
ン
ト
の
最
後
に
は
、
お
楽

し
み
抽
選
会
も
あ
り
、
川
内
町
の

特
産
品
等
が
参
加
者
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
さ
れ
た
。
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ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
で
も
あ

る
平
岡
さ
ん

は
、
最
後
に

「
ス
ポ
ー
ツ

施
設
の
充
実

を
川
内
町
に

お
願
い
し
た
い
」
と
結
ば
れ
た
。

※
川
内
町
を
舞
台
に
生
き
生
き
と

演
技
(
活
動
)
し
て
い
る
役
者
さ

ん
(
人
)
を
こ
れ
か
ら
ご
紹
介
し

て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
生
き

の
よ
い
役
者
さ
ん
(
人
)
の
情
報

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

(
役
場
総
務
課
広
報
係

官
六
六
|
二
二
二
二
)

u 

同一

ラ
ン
ナ

ー
で
あ
り
、

テ
ニ
ス
の
イ

医司

わが家め愛ドlし
満1)場を迎えられる赤ちゃんの写真とコメントを募集します。
コメントには名前、住所、生年月日、両親の名前、赤ちゃんを

紹介する簡単な言葉をそえて誕生日の前月末までに

役場総務課広報係まで‘送って下さい。

(
斎
院
之
木
)

名

越

絵

美

さ

ん

三
女
(
十
一
月
七
日
生
)

父
・
正
浩
母

・
弘
美

じ
い
ち
ゃ
ん
や
ば
あ
ち
ゃ
ん
が

一
等
大
好
き
な
み

l
こ
で
す
。

満 1歳です/
(
斎
院
之
木
)

高

須

賀

俊

徳

四
男
(
十
一
月
四
日
生
)

父
・
英
二
母
・
厚
美

待
望
の
四
男
誕
生
?
の
り
の
り
兄
弟
の
仲

間
入
り
で
す
。
兄
ち
ゃ
ん
た
ち
に
負
け
な

い
強
い
子
に
育
て
よ
/

a 
自3
司

井
内
中
野
の
酒
井
さ
ん
宅
で
は
、

今
、
つ
る
し
柿
を
た
く
さ
ん
作
っ

て
い
ま
す
。
柿
の
木
に
登
り
、
柿

の
実
を
取
り
、
皮
を
む
ぐ
。
皮
を

む
い
だ
柿
を
写
真
の
よ
う
に
扇
状

に
つ
る
し
て
ゆ
く
。
こ
の
扇
状
の

つ
る
し
柿
は
、
一
日
八
つ
作
る
の

が
や
っ
と
で
あ
る
と
か
。

す
っ
か
り
色
づ
い
た
山
々
を
背

景
に
つ
る
し
柿
の
作
業
は
続
く
。

軒
下
に
並
ん
だ
つ
る
し
柿
を
見

て
い
る
と
な
ぜ
か
ほ
っ
と
す
る
。

ー，ょ



同和教育

み
ん
な
の
幸
せ
を

願
っ

τ

子
ど
も

「
無
く
て
七
癖
」
と
い
う
言
葉
も

現
代
で
は
聞
か
れ
な
く
な
り
ま
し

た
。
昔
の
人
は
鋭
い
目
で
他
人
を

見
つ
め
て
い
た
よ
う
で
す
。
い
い

意
味
で
は
、
人
聞
が
出
来
て
い
て

も、

一
つ
や
二
つ
は
癖
が
あ
っ
て

も
仕
方
が
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
。

と
い
う
よ
う
に
大
目
に
見
る
と
い

う
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
癖

に
も
、
よ
い
意
味
を
持
つ
も
の
も

あ
る
、
そ
の
癖
に
つ
い
て
は
論
外

で
す
。し
か
し
癖
は
よ
く
考
え
て
見
る

と
長
い
歳
月
の
聞
に
知
ら
ぬ
聞
に

癖
に
な
っ
て
い
る
も
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

癖
の
中
で
も
、
家
族
や
、
ま
わ

り
の
人
に
迷
惑
を
か
け
て
い
る
も

の
を
自
分
か
ら
見
つ
け
出
し
た
り

気
づ
く
こ
と
は
、
む
ず
か
し
く
、

ま
わ
り
の
人
か
ら
聞
く
こ
と
が
大

， 

の
人
格
形
成

切
で
す
。
し
か
し
、
家
族
な
ら
言

い
に
く
い
こ
と
で
も
言

っ
て
く
れ

ま
す
が
、
友
達
や
仲
間
か
ら
聞
き

出
す
こ
と
は
至
難
の
業
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。
利
害
関
係
抜
き
、
自
分

を
信
頼
し
て
く
れ
る
先
輩
が
あ
れ

ば
、
す
ん
な
り
と
聞
く
こ
と
が
で

き
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

自
分
の
癖
は
見
つ
け
に
く
い
も

の
で
す
。
せ
っ
か
く
指
摘
し
て
も

ら
っ
た
癖
で
よ
く
な
い
も
の
は
、

明
る
い
将
来
の
た
め
に
矯
正
し
た

い
も
の
で
す
。
そ
れ
に
は
か
な
り

の
勇
気
と
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
を
要
し

ま
す
。
し
か
し
「
や
っ
て
や
れ
な

い
こ
と
は
な
い
よ
と
い
う
心
が
け

で
解
決
し
て
い
き
、
や
が
て
そ
の

意
志
力
が
、
他
の
行
動
に
も
生
か

さ
れ
ま
す
。

つ
め
を
噛
む
、
笑
い
ぐ
せ
、
怠

け
ぐ
せ
、
う
ぬ
ぼ
れ
、
卑
屈
、
劣

等
感
な
ど
多
種
多
様
な
形
で
癖
は

広
が
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
そ
う

い
っ
た
人
格
を
持
つ
親
に
育
て
ら

れ
る
と
子
ど
も
が
知
ら
ず
知
ら
ず

に
染
ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の

結
果
差
別
意
識
が
根
づ
い
て
き
ま

す。
子
ど
も
は
親
の
鏡
で
す
。
子
ど

も
の
言
動
を
見
て
い
る
と
「
は
つ
」

と
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
癖
が

身
に
つ
く
よ
う
に
子
ど
も
に
伝
わ

っ
て
い
ま
す
。

あ
る
学
校
で
「
子
ど
も
の
嫌
が

る
言
葉
」
に
つ
い
て
調
査
す
る
と

次
の
よ
う
な
結
果
が
出
ま
し
た
。

①
「

O
Oち
ゃ
ん
の
よ
う
に
な
り

な
さ
い
。
」
(
兄
弟
を
比
べ
る
)

②
「
ま
た
、
あ
ん
た
が
し
た
の
ね
」

(
親
が
疑
う
)

③
「
今
度
や
っ
た
ら
、
お
父
さ
ん

に
言

い
つ
け
る
よ
」
(
脅
か
す
)

④
「
子
ど
も
の
く
せ
に
、
子
ど
も

は
黙
っ
て
い
な
さ
い
。
」

(
無
視
す
る
)

こ
の
よ
う
な
言
葉
や
扱
い
方
は
、

子
供
の
人
格
を
傷
つ
け
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

①
常
に
比
べ
る
言
葉
で
し
つ
け
て

い
る
と
、
人
を
け
落
と
し
た
り
、

自
分
よ
り
弱
い
立
場
の
人
を
差
別

す
る
子
ど
も
に
な
り
ま
す
。

②
い
つ
も
疑
わ
れ
る
と
、
何
を
し
て

も
疑
わ
れ
る
の
だ
か
ら
と
思
う
よ

う
に
な
り
、
さ
い
疑
心
の
強
い
独
断

と
偏
見
を
持
っ
た
、
真
実
を
見
つ
め

よ
う
と
し
な
い
人
間
に
育
ち
ま
す
。

③
父
親
の
権
威
で
脅
か
す
の
は
、

権
力
を
利
用
し
た
り
権
力
に
盲
徒

す
る
タ
イ
プ
の
人
間
に
な
り
ま
す
。

④
発
言
を
無
視
す
る
こ
と
は
、
親

は
親
、
子
は
子
と
断
絶
し
、
家
族

の
一
員
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
さ
せ

て
し
ま
い
ま
す
。

そ
の
子
ど
も
の
個
性
や
、
こ
と

の
動
機
、
そ
の
時
の
心
情
な
ど
を

考
え
な
い
で
、
た
だ
一
時
の
感
情

の
お
も
む
く
ま
ま
に
表
現
す
る
言

葉
が
意
外
に
多
く
使
わ
れ
て
い
る

よ
う
で
す
。
こ
の
よ
う
な
不
用
意

な
言
葉
が
、
子
ど
も
の
心
の
中
に

知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
、
う
ぬ

ぼ
れ
や
卑
屈
さ
、
劣
等
感
な
ど
を

育
て
る
結
果
と
な
り
、
や
が
て
は

相
手
の
気
持
ち
な
ど
お
か
ま
い
な

く
、
偏
見
の
心
を
持
っ
た
人
間
と

し
て
成
長
し
て
い
く
の
で
す
。

一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
を
よ
く

見
つ
め
、
個
性
を
尊
重
し
、
そ
の
言

い
分
に
つ
い
て
、
子
ど
も
と
と
も

に
考
え
て
い
く
態
度
が
大
切
で
す
。

ワ
u

人

権

週

間

十
二
月
四
日
か
ら
十
日

差
別
、
い
や
が
ら
せ
、
家
庭

問
題
、
近
所
と
の
も
め
ご
と
、

い
じ
め
・
体
罰
で
お
困
り
の
方

は
、
お
近
く
の
人
権
擁
護
委
員

か
法
務
局
ま
た
は
そ
の
支
局
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
は
、
無
料
で
秘
密
は
固

く
守
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
本
町
の
人
権
擁
護
委

員
は
次
の
方
々
で
す
。

人
権
擁
護
委
員

西

組

高

須

賀

恵

三
郎

(
宮
⑮
二
六
六
八
)

高

須

賀

鶴

男

(
宮
⑮
三
三
二
O
)

大

西

良

温

(
宮
⑬
四
四
六
七
)

万丈

里子

~ 
<=1 

久
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第

げ

回

川

内

町

同
和
教
育
研
究
大
会

小
さ
な
勇
気

川
上
小
学
校
五
年

寺
阪

圭
司

み
な
さ
ん
は
、
人
の
悪
口
を
言

っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
ぼ

く
は
、
は
ら
が
立
っ
た
時
、
言
っ

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

大
三
島
に
行
っ
た
時
の
こ
と
で

す
。
オ
リ
エ
ン
テ

l
リ
ン
グ
で
山

に
登
り
ま
し
た
。
六
人
組
で
ス
タ

ー
ト
し
た
の
で
す
が
、
二
人
は
、

休
む
ば
か
り
で
な
か
な
か
登
っ
て

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
や
っ
と
ぼ
く

た
ち
の
所
に
来
た
時
、
ぼ
く
は
、

「
の
ろ
い
ん
や
が
お
ま
え
ら
、
か

め
か
。
」
と
言
っ
た
の
で
す
。
二
人

は
、
決
し
て
か
め
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
れ
な
の
に
、
「
お
ま
え
ら
、

か
め
か
。
」
と
言
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
二
人
は
、
へ
と
へ
と
に
つ
か

れ
て
い
ま
し
た
。
よ
く
考
え
て
み

る
と
、
登
っ
て
き
た
の
だ
か
ら
、

ほ
め
て
あ
げ
な
い
と
い
け
な
か
っ

た
の
で
す
。
自
分
の
思
い
が
先
に

出
て
、
相
手
の
気
持
ち
を
考
え
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
自
分
を
少

人
権
作
文

し
な
さ
け
な
く
思
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
知
ら
、
ず
知
ら
ず

の
聞
に
人
の
心
を
き
ず
つ
け
て
い

る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ぼ
く
は
、
顔
の
ち
ょ
っ
と
し
た

ち
が
い
の
こ
と
や
体
つ
き
の
こ
と
、

失
敗
を
し
た
り
、
走
る
の
、
が
お
ぞ

か
っ
た
り
し
た
こ
と
な
ど
を
言
わ

れ
て
、
つ
ら
い
思
い
を
し
て
い
る

人
を
知
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

い
じ
め
で
す
。
も
し
ぼ
く
が
さ
れ

た
ら
、
く
や
し
く
て
た
ま
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。
言
葉
は
心
で
す
。

気
を
つ
け
て
言
葉
を
使
お
う
と
思

い
ま
し
た
。

最
近
、
よ
く
け
ん
か
を
見
か
け

ま
す
。
こ
の
前
も
、
ブ
ラ
ン
コ
の

と
り
合
い
を
し
て
い
ま
し
た
。
先

に
と
っ
て
い
た
と
か
、
お
前
な
ん

か
と
っ
て
い
な
い
の
に
、
ど
う
し

て
お
前
が
い
る
ん
だ
と
か
い
っ
て
、

け
ん
か
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

ブ
ラ
ン
コ
は
み
ん
な
の
物
だ
か

ら
、
来
た
人
か
ら
使
っ
て
い
く
も

の
で
す
。
な
の
に
、
む
か
し
い
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
ま
る
で
、
自

分
の
持
ち
物
の
よ
う
に
使
っ
て
い

る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
し
か
も
、

予
約
し
て
お
く
な
ん
て
変
で
す
。

こ
れ
で
は
、
人
に
ゆ
ず
る
心
も
や

さ
し
さ
も
あ
り
ま
せ
ん
。
け
ん
か

に
な
る
は
ず
で
す
。
け
ん
か
を
な

く
す
の
は
、
相
手
に
ゆ
ず
っ
て
あ

げ
る
や
さ
し
さ
が
必
要
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
ぼ
く
は
、
「
け

ん
か
は
、
や
め
よ
う
よ
。
」
と
勇
気

を
出
し
て
言
い
ま
し
た
。
す
る
と
、

け
ん
か
を
や
め
た
の
で
ほ
っ
と
し

ま
し
た
。

ま
た
、
ぼ
く
た
ち
の
ク
ラ
ス
に
、

み
ん
な
か
ら
ず
っ
と
い
や
が
ら
れ

て
い
た

B
君
、
が
い
ま
す
。

B
君
は
、

ら
ん
ぼ
う
な
の
で
、
み
ん
な
は
、

声
を
か
け
よ
う
と
し
な
い
の
で
す
。

遠
足
の
日
の
こ
と
で
す
。

B
君

が
一
人
で
お
弁
当
を
食
べ
よ
う
と

し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
見
て
先

生
が
、

「
さ
そ
い
合
っ
て
、
一
人

ぼ
っ
ち
の
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
」
と
言
い
ま
し
た
が
、
だ
れ
も
、

そ
う
し
よ
う
と
は
し
ま
せ
ん
。
先

生
は
、
も
う
一
度
、
「
こ
れ
で
い

い
の
で
す
か
。
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
時
、
ぼ
く
は
、
は
じ
め
て

B

君
の
そ
ば
に
行
き
「
い
っ
し
ょ
に

食
べ
よ
う
。
」
と
さ
そ
い
ま
し
た
が
、

B
君
は
、

「
い
い
。
」
と
言
い
ま
し

た
。
そ
う
か
と
思
い
ま
し
た
が
、

勇
気
を
出
し
て
も
う

一
度
さ
そ
い

ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
一
人
ぼ
っ
ち

が
き
ら
い
で
す
。
だ
か
ら
、

B
君

の
さ
み
し
さ
が
分
か
る
の
で
す
。

こ
う
し
て
、

B
君
と
い
っ
し
ょ
に
、

弁
当
を
食
べ
ま
し
た
。
そ
の
時
、

何
だ
か

B
君
、が
に
っ
こ
り
し
て
い

る
よ
う
に
見
え
ま
し
た
。
そ
し
て
、

本
当
は
、
友
達
と
い
っ
し
ょ
に
い

る
の
が
好
き
な
の
か
な
と
、
ぼ
く

は
感
じ
ま
し
た
。

し
ば
ら
く
す
る
と
、
い
つ
の
間

に
か
今
ま
で

B
君
に
話
し
か
け
よ

う
と
し
な
か
っ
た
人
達
も
や
っ
て

き
て
、
お
や
つ
の
か
え
っ
こ
な
ど

し
て
わ
い
わ
い
と
に
ぎ
や
か
に
食

べ
た
り
、
遊
ん
だ
り
し
て
い
ま
し

た。

B
君
は
、
い
つ
も
こ
わ
い
感

じ
が
す
る
の
に
、
と
て
も
に
こ
に

こ
し
て
、
ゆ
っ
た
り
し
て
い
ま
し

た
。
ぼ
く
は
、
や
っ
ぱ
り
声
を
か

け
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

最
近
に
な
っ
て
、
み
ん
な
が
変

わ
っ
て
き
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
O

B
君
が
わ
す
れ
物
を
し
た
時
、
か

し
て
あ
げ
た
り
、
遊
ぶ
人
が
い
な

く
て
こ
ま
っ
て
い
る
時
、
さ
そ
っ

た
り
と

B
君
に
声
を
か
け
る
人
が

多
く
な
り
ま
し
た
。
少
し
ず
つ
心

を
通
い
合
わ
す
努
力
弁
じ
て
い
か

な
い
と
、

B
君
も
ぼ
く
た
ち
も
そ

し
て
ク
ラ
ス
も
変
わ
ら
な
い
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。

あ
る
日
、
先
生
は
、
だ
ら
だ
ら

し
て
い
る
ぼ
く
た
ち
を
見
て
、
「
川

の
流
れ
み
た
い
な
人
に
な
ら
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
よ
と
注
意
さ

れ
ま
し
た
。

水
は
、
土
地
の
低
い
方
に
流
れ

て
、
楽
な
方
ヘ
楽
な
方
へ
と
流
れ

て
い
き
ま
す
。
誰
で
も
楽
な
方
ヘ

流
れ
る
の
は
簡
単
だ
け
ど
、
そ
れ

で
は
い
け
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

先
生
は
、
正
し
く
強
い
心
を
も
て

と
言
い
た
か
っ
た
の
か
な
と
考
え

ま
し
た
。
そ
し
て
、
同
じ
命
を
も

っ
て
生
ま
れ
て
き
た
友
達
を
差
別

す
る
こ
と
は
、
弱
い
人
間
の
す
る

こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。

ぼ
く
は
、
今
、
心
に
強
く
ち
か

っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
は
、

O
ク
ラ
ス
の
決
ま
り
を
守
り
、
仲

間
は
ず
れ
の
な
い
ク
ラ
ス

O
協
力
し
合
う
ク
ラ
ス

O
こ
ま
っ
て
い
る
人
が
い
た
ら
、

助
け
合
う
ク
ラ
ス

O

一
人
ぼ
っ
ち
の
い
な
い
、
明
る

く
笑
い
の
あ
る
ク
ラ
ス

に
す
る
こ
と
で
す
。

み
ん
な
、
良
い
と
こ
ろ
も
悪
い

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
足
り
な
い

と
こ
ろ
は
助
け
合
っ
て
、
心
の
こ

も
っ
た
ク
ラ
ス
に
し
た
い
で
す
。

一
人
一
人
の
ち
ょ
っ
と
し
た
勇
気

が
あ
れ
ば
必
ず
で
き
る
は
ず
で
す
。

み
な
さ
ん
、
勇
気
を
出
し
て
、
声

を
か
け
合
っ
て
い
き
ま
せ
ん
か
。

η
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お
せ
わ
に
な
り
ま
し
だ

今
年
も
川
内
町
文
化
祭
に
あ
た

り
、
不
用
品
の
販
売
を
さ
せ
て
項

く
事
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
に
つ
き
ま
し
で
は
、
役
員

の
方
々
に
は
家
々
を
集
め
て
歩
い

て
項
く
な
ど
、
大
変
ご
迷
惑
を
お

か
け
致
し
ま
し
た
。
又
、
皆
さ
ん

方
に
は
、
遊
休
し
た
品
物
と
は
言

え
、
色
々
と
出
し
て
下
さ
っ
て
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

婦
人
会
の
為
に
・
:
と
、
無
理
し

て
出
し
て
下
さ
っ
た
事
の
伺
え
る

品
々
を
見
て
、
感
謝
の
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。

「
ま
あ
、
こ
ん
な
か
わ
い
い
の
を

作
っ
て
下
さ
っ
て
・
:
。
子
供
達

が
喜
ぶ
で
し
ょ
う
ね
。
作
っ
て

下
さ
っ
た
方
に
は
済
ま
な
い
け

れ
ど
、
子
供
が
買
い
や
す
い
様

に
、
安
値
に
し
ま
し
ょ
う
よ
。
」

「
こ
れ
を
出
し
て
く
れ
る
時
は
、

. -

ち
ょ
っ
と
惜
し
か
っ
た
ん
と
違

う
か
し
ら
。
」

な
ど
と
、
品
物
を
広
げ
皆
さ
ん
の

温
か
さ
を
心
の
ひ
だ
に
受
け
止
め

な
が
ら
値
段
付
け
を
致
し
ま
し
た
。

出
し
て
下
さ
っ
た
方
に
は
、
も

っ
と
高
値
に
し
た
く
思
い
ま
し
た

が
、
各
家
庭
で
遊
休
し
て
い
る
品

を
、
そ
れ
を
必
要
と
し
て
い
る
人

が
購
入
し
て
役
立
て
て
頂
く
、
こ

の
リ
サ
イ
ク
ル
に
重
点
を
置
き
、

値
段
を
決
め
さ
せ
て
項
き
ま
し
た
。

新
し
い
、
高
価
な
、
ぜ
い
た
く

な
生
活
を
追
わ
え
る
ば
か
り
で
無

く、

一
工
夫
し
て
物
の
値
う
ち
を

考
え
て
い
く
心
豊
か
な
生
活
に
な

り
た
い
も
の
で
す
。

川
内
で
も
文
化
祭
の
不
用
品
販

売
ば
か
り
で
な
く
、
リ
サ
イ
ク
ル

フ
リ

l
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
定
期
的
に

行
う
様
に
な
れ
ば
い
い
な
あ
・
:
。

も
う
、
そ
の
時
期
が
来
て
い
る
の

で
は
な
い
か
・
:
な
ど
と
思
っ
て
い

ま
す
。
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

又
、
施
設
訪
問
用
の
「
愛
の
タ

オ
ル
一
枚
運
動
」
も
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
な
ん
と

一
千
四

百
九
十
三
枚
も
の
タ
オ
ル
が
集
ま

り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
や
さ
し
さ

に
涙
ぐ
ん
で
お
り
ま
す
。

こ
の
タ
オ
ル
は
、
川
内
町
の
人

で
、
町
内
だ
け
で
な
く
町
外
の
施

設
に
も
、
入
所
し
て
お
ら
れ
る
方

に
、
数
枚
を
か
わ
い
く
包
装
し
て

「
川
内
町
の
婦
人
会
員
が

一
枚
、
ず

つ
持
ち
寄
っ
た
タ
オ
ル
で
す
。

ど
う
ぞ
使
っ
て
下
さ
い
。
」

と
、
皆
様
の
真
心
を
お
届
け
し
て

い
ま
す
。
そ
う
し
て
川
内
の
様
子

を
色
々
お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

個
人
用
よ
り
別
に
、
施
設
用
と
し

て
、
ま
と
め
て
タ
オ
ル
を
贈
ら
せ

て
項
き
ま
す
。

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。こ
の
訪
問
は
十
二
月
、
町
の
方

が
歳
末
の
お
見
舞
い
に
行
か
れ
る

時
に
、
ご
一
緒
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

私
達
の
、
ほ
ん
の
さ
さ
や
か
な

気
持
ち
の
行
動
で
す
が
、
と
て
も

喜
ん
で
下
さ
る
方
々
の
笑
顔
に
接

し
、
毎
年
の
欠
か
せ
な
い
行
事
の

一
つ
に
思
っ
て
い
ま
す
。

色
々
お
せ
わ
さ
ま
に
な
り
ま
し

炉一。
ナ八

失
敗
は
が
き
を
集
め
ま
す

今
年
も
年
賀
は
が
き
の
シ
ー
ズ

ン
に
な
り
ま
し
た
。

毎
年
お
せ
わ
に
な
っ
て
い
ま
す

が、

童
日
き
損
じ
は
が
き
や
出
し
そ

び
れ
た
年
賀
は
が
き
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
一
枚
で
も
二
枚
で
も
ご
協

力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

中
央
公
民
館
を
入
っ
た
正
面
へ

「
失
敗
は
が
き
入
れ
」
の
ポ
ス
ト

を
置
か
せ
て
項
き
ま
す
か
ら
、
そ

の
ポ
ス
ト
へ
入
れ
て
下
さ
い
。

期
間
は
、
十
二
月

一
日
よ
り
、

一
月
三
十
一
日
ま
で
置
き
ま
す
。

こ
の
は
が
き
は
代
金
に
替
え
、

川
内
町
社
会
福
祉
協
議
会
ま
ご
こ

ろ
銀
行
へ
贈
ら
せ
て
項
き
ま
す
。

-14一

お
正
月
料
理
教
室

十
二
月
十
四
日
附
午
後
一
時

1

今
年
も
桜
学
級
と
合
流
し
ま
す
。

希
望
さ
れ
る
方
は
、
十
二
月
五

日
ま
で
に
、
中
央
公
民
館
の
今

井
さ
ん
又
は
婦
人
会
支
部
長
さ

ん
ま
で
、
電
話
で
申
し
込
ん
で

下
さ
い
。

(
材
料
代
の
一
部
、

三
百
円
を

当
日
集
金
致
し
ま
す
)

ボ
カ
シ
作
り
・
販
売
(
ボ
ヵ
干
し

十
二
月
二
十
五
日
間
午
後
二
時

よ
り
三
時
半
ま
で

中
央
公
民
館
三
階
に
て
(
ナ
イ

ロ
ン
袋

一
枚
ご
持
参
下
さ
い
)

独
居
老
人
訪
問

十
二
月
で
今
年
は
終
了
と
な

り
ま
す
。
カ
ー
ド
を
十
二
月
末

日
ま
で
に
支
部
長
さ
ん
に
届
け

て
下
さ
い
。
お
世
話
に
な
り
ま

?
し
ふ
に
。

野
村
町
視
察
研
修

(十
月
二
十
七
日
)

廃
油
粉
せ
っ
け
ん
作
り
と
、

ボ
カ
シ
で
の
き
ゅ
う
り
栽
培
及

び
牛
の
飼
育
の
様
子
な
ど
を
勉

強
し
て
帰
り
ま
し
た
。

ハ
ウ
ス
の
中
の
キ
ュ
ウ
リ
の

出
来
、
ば
え
を
見
て
、
ボ
カ
シ
堆

肥
の
素
晴
ら
し
さ
を
更
に
、
更

に
感
じ
ま
し
た
。

川
内
町
婦
人
会
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証
協
議
会
だ
ま

給
食
サ
ー
ビ
ス

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
発
足

本
来
「
奉
仕
者
」
「
篤
志
家
」

と
い
う
意
味
を
も
っ
「
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
」
と
い
う
言
葉
は
、

A
7
や
私

た
ち
の
日
常
生
活
の
中
で
何
の
違

和
感
も
な
く
使
わ
れ
て
お
り
、
町

内
各
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
も
、

参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
己
啓

発
や
自
己
実
現
に
大
き
い
喜
び
ゃ

充
実
感
を
も
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

こ
の
度
、
給
食
サ
ー
ビ
ス
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
会
が
登
録
さ
れ
、
九

月
か
ら
活
動
し
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
本
町
の
独
居
老
人
は
百

十
二
人
で
そ
の
う
ち
給
食
を
必
要

と
す
る
四
十
四
人
の
方
に
対
し
社

会
福
祉
協
議
会
か
ら
週

一
回
(
金

曜
日
。
た
だ
し
、
第
五
週
は
休
み
)

で
は
あ
り
ま
す
が
栄
養
の
整
っ
た

昼
食
を
サ
ー
ビ
ス
し
て
お
り
ま

す
。
こ
の
調
理
を
ヘ
ル
パ

i
五
人

と
、
と
も
し
び
会
員
五
人
が
交
代

で
行
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
れ

を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ご
協
力
を
得

て
行
い
、
ヘ
ル
パ

l
は
本
来
の
職

務
に
専
念
す
べ
き
と
考
え
、
こ
の

給
食
サ
ー
ビ
ス
調
理
と
い
う
福
祉

社
会
的
に
大
き
い
意
味
を
も
っ
業

務
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
が
受

け
持
っ
て
下
さ
る
こ
と
と
な
り
ま

1
V
ふ
心
。

と
こ
ろ
で
給
食
サ
ー
ビ
ス
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
勧
誘
に
行
か
れ
た
役

員
に
「
あ
あ
、
よ
か
っ
た
。
何
か

お
役
に
立
つ
こ
と
が
し
た
か
っ
た

の
で
す
:
:
・
:
:
」
と
快
く
ご
承
諾

下
さ
っ
た
こ
と
を
承
り
大
変
感
激

を
し
ま
し
た
。
独
居
老
人
と
も
な

り
ま
す
と
、
ど
う
し
て
も
偏
食
に

な
り
が
ち
で
す
が
栄
養
士
の
献
立

て
に
よ
っ
て
昼
食
を
摂
っ
て
い
た

だ
き
、
お
元
気
で
安
ら
か
で
い
て

ほ
し
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
う
金
銭
に

替
え
難
い
、
物
差
し
で
測
る
こ
と

の
で
き
な
い
尊
い
ご
奉
仕
を
い
た

だ
く
方
々
に
心
か
ら
感
謝
を
申
し

上
げ
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

給
食
サ
ー
ビ
ス

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会

会

長
副
会
長

会

計
監

事

顧

問

顧

問

第
一
班
O
高
須
賀
フ
ヂ
ヱ
(
竹
之
鼻
)

高
須
賀
フ
ヂ
ヱ

渡

部

忠

子

渡

部

二
三
子

水

田

操

山

本

ア

ツ

子

高

岡

繁

子

黒
川
七
重
(
竹
之
鼻
)

相
原
ハ
ツ
子
(
横
灘
団
)

山

本

洋

子

(

土

砂

)

菅
野
貞
子
(
竹
之
鼻
)

石

田

良

美

(

板

戸

)

菅
野
ッ
、
不
コ
(
八
幡
)

第
二
班
O
水

田

操

(

西

組

)

寺

田

敬

乃

(

横

灘

)

仙

波

貞

子

二

ヶ

谷

)

田

井

光

子

(

西

組

)

三
津
山
良
子
(
西
組
)

福
積
美
代
子
(
板
戸
)

橋
本
サ
エ
子
(
三
軒
屋
)

第
三
班
O
渡
部
忠
子
(
下
之
町
)

二
神
八
重
子
(
宝
泉
)

白

鴻

圭

子

(

市

場

)

渡
部
千
枝
子
(
西
之
側
)

坂
口
ゆ
か
り
(
上
砂
)

大
野
智
代
美
(
惣
田
谷
)

第
四
班
O
渡
部
二
三
子
(
天
神
)

築

山

雅

子

(

保

免

)

岡
田
津
美
枝
(
下
沖
)

菅

野

佐

代

子

(

森

)

近
藤
タ
ヅ
ヱ
(
狩
場
)

越

智

正

子

(

天

神

)

O
印

班

長

骨
髄
パ
ン
ク
登
録
窓
口

の
開
設
に
つ
い
て

愛
媛
県
で
は
、
骨
髄
提
供
を

希
望
す
る
県
民
の
利
便
を
図
り
、

登
録
を
促
進
す
る
た
め
、
愛
媛

県
骨
髄
デ

i
タ
セ
ン
タ
ー
に
骨

髄
パ
ン
ク
登
録
窓
口
を
開
設
し
、

登
録
業
務
を
実
施
し
て
お
り
ま

」
9登

録
受
付
窓
口

愛
媛
県
骨
髄
デ
ー
タ
セ
ン
タ

開
設
日
毎
週
月
、
水
曜
日

問
い
合
わ
せ
先

松
山
市
高
岡
町
八
十
の
一

赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

宮

(
O
O
七
0
0

登
録
の
予
約

骨
髄
提
供
希
望
者
は
、
登
録

の
申
込
み
を
し
よ
う
と
す
る
と

き
は
、
あ
ら
か
じ
め
登
録
受
付

保
健
所
又
は
愛
媛
県
骨
髄
デ
ー

タ
セ
ン
タ
ー
に
電
話
で
予
約
し

て
く
だ
さ
い
。

に
J
1
E
4
 



|お知らせ

|ひ~.

一国
民
年
金

V
老
齢
基
礎
年
金
の

繰
り
上
げ
請
求
は
慎
重
に

老
齢
基
礎
年
金
の
支
給
開
始
年

齢
は
六
十
五
歳
で
す
が
、
老
齢
基

礎
年
金
を
受
け
る
要
件
を
満
た
し

て
い
る
場
合
、
本
人
の
希
望
に
よ

り
六
十
五
歳
以
前
で
あ
っ
て
も
、

支
給
開
始
年
齢
を
繰
り
上
げ
て
年

金
の
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す。
し
か
し
、
老
齢
基
礎
年
金
を
繰

り
上
げ
て
請
求
す
る
と
、
繰
り
上

げ
以
前
か
ら
支
給
を
受
け
て
い
た

持
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金

・
退 -・・・・圃・回国国幽睡

職
共
済
年
，
金
が
、
六
十
五
歳
に
な

る
ま
で
の
問
、
年
金
の
支
給
が
停

止
さ
れ
ま
す
。

加
え
て
、
次
の
よ
う
な
こ
と
に

も
十
分
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
一
、
受
け
取
る
年
金
額
は
、
請
求

し
た
年
齢
に
応
ピ
て
、
次
表
の

割
合
で
減
額
さ
れ
、
こ
の
減
額

割
合
は
六
十
五
歳
以
降
も
終
生

変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

二
、
請
求
し
た
後
で
障
害
の
状
態

に
な
っ
た
と
き
に
、
障
害
基
礎

年
金
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

三
、
厚
生
年
金
の
加
入
者
に
な
っ

た
と
き
(
会
社
に
再
就
職
し
た

な
ど
)
は
、
年
金
の
支
給
が
停

止
さ
れ
ま
す
。

四
、
老
齢
基
礎
年
金
を
繰
り
上
げ

て
請
求
を
す
る
と
、
後
で
請
求

の
取
消
し
ゃ
変
更
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

繰り上げを請求
減額率

したときの年齢

60歳 0.42 

61歳 0.35 

62歳 0.28 

63歳 0.20 

64歳 0.11 

国

イ呆

V
国
保
の
給
付

①
療
養
の
給
付

病
気
や
ケ
ガ
で
治
療
を
受
け

る
と
き
、
保
険
証
を
提
出
す
れ

ば
、
医
療
費
の
三
割
(
一
部
負

担
金
)
を
支
払
う
だ
け
で
、
残

り
の
七
割
を
国
保
が
負
担
し
ま

す。

②
療
養
費
の
支
給

や
む
を
得
な
い
理
由
で
保
険

証
を
使
わ
な
い
で
診
療
を
受
け

た
と
き
、
申
請
に
よ
り
、
国
保

が
査
定
し
た
額
の
七
割
が
あ
と

で
支
給
さ
れ
ま
す
。

③
高
額
療
養
費
の
支
給

医
療
費
の
自
己
負
担
が
高
額

に
な
り
、

一
定
限
度
額
を
超
え

た
と
き
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

④
出
産
育
児
一
時
金

平
成
六
年
十
月

一
日
よ
り
、

被
保
険
者
が
出
産
し
た
場
合
、

一
児
に
つ
き
三
十
万
円
の
出
産

育
児

一
時
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

⑤
葬
祭
費
被
保
険
者
が
亡
く
な
っ
た
と

掴圃・・・・・・

き
、
支
給
さ
れ
ま
す
。

一募

集

V
フ
ラ
ン
ス
刺
し
ゅ
う

技
術
指
導
講
習
会

受
講
者
募
集

内
職
を
希
望
す
る
家
庭

女
性
な
ど

フ
ラ
ン
ス
刺
し
ゅ
う

1
月
日
日
樹
か
ら

2
月

日
日
側
ま
で
の
聞
の
凶

日
(
土
、
日
及
び
祝
日

を
除
く
)
毎
日
9
時
叩

八刀
1
日
時
叩
八
刀
ま
で

松
山
市
山
越
町
四
五

O

県
女
性
職
業
セ
ン
タ
ー

定

員

初

名

受

講

料

無

料

申
込
締
切
ロ
月
別
日

ω

申
込
方
法
印
鑑
持
参
の
上
、
女

性
職
業
セ
ン
タ
ー
(
含
⑫
二
二

O
ご

へ
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

文サ

象

日科

時目

..c，.. 
= 

士嘉

V
あ
な
た
が
選
ぶ

「
四
国
の
自
然

・
文
化
遺
産
」

募
集

ρ
h
u
 

応
募
要
項
あ
な
た
が
住
ん
で
い

る
県
の
「
残
し
た
い
自
然
・
文

化
遺
産
」
に
ふ
さ
わ
し
い
と
思

う
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ

3
ケ
所
選

ん
で
、
は
が
き
で
応
募
し
て
く

だ
さ
い
。

※

「
自
然
」
は
海
や
山
や
川
等
、

「
文
化
遺
産
」
は
歴
史
的
な

建
造
物
や
街
並
み
等
か
ら
選

ん
で
下
さ
い
。

※
は
が
き
に
は
、
住
所
、
氏
名
、

年
令
、
職
業
、
電
話
番
号
を

書
い
て
く
、
だ
さ
い
。

※
投
票
を
も
と
に
、
「
自
然
」
、

「
文
化
遺
産
」
と
も
に
各
県

そ
れ
ぞ
れ
の
ベ
ス
ト
刊
を
決

め
、
ロ
月
下
旬
に
発
表
。

※
投
票
し
て
い
た
だ
い
た
方
の

中
か
ら
、
抽
選
で
各
県
そ
れ

ぞ
れ

5
0
0
名
に
記
念
品
を

お
送
り
し
ま
す
。

締
め
切
り
ロ
月
日
日
榊
必
着

問
い
合
わ
せ

・
あ
て
先

七
九

O

七
六

松
山
市
堀
之
内
5

N
H
K
松
山
放
送
局

「
四
国
の
自
然
・
文
化
遺

産
」
係
ま
で宮
⑪

一



相

5炎

V
法
務
総
合
相
談
所
及
び
外
国
人

の
た
め
の
人
権
法
律
相
談
所

相
談
内
容
人
権
問
題
、
登
記
、

供
託
、
戸
籍
、
国
籍
、

相
続
遺
言
、
外
国
人
の

た
め
の
人
権
法
律
相
談

(
無
料

・
秘
密
厳
守
)

日

時

ロ

月

5
日
間

O
土
寸

i
5土
寸

1
4
n目

1
i
n口

場

所

い

よ

て

っ

そ

ご

う

7
階
特
別
食
堂

相
談
担
当
人
権
擁
護
委
員
、
弁

護
士
、
公
証
人
等

V
人
権
問
題
に
関
す
る

総
合
目
時
間
電
話
相
談

相
談
内
容
差
別
問
題
、
児
童
生

徒
の
い
じ
め

・
体
罰
問

題
、
家
庭
や
近
隣
関
係

等
人
権
問
題
全
般

(
無
料

・
秘
密
厳
守
)

時

ロ

月

9
日
幽

9
時
l
m
時

人
権
擁
護
委
員
、
弁

日相
談
担
当

護
士
、
法
務
局
職
員

電
話
番
号
(
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
)

O
一
二

O

O
二
五
|
五
五

O

一
も

よ

お

し

V
刑
務
作
業
製
昂

展
示
即
売
会

ロ
月
日
日
間

9
時

1
日
時

重
信
町
大
字
見
奈
良

松
山
刑
務
所

合
⑭
三
三
五
五

即
売
品
各
種
タ
ン
ス

・
食
器
棚

等
木
工
家
具
、
藤
製
品
、

紳
士
靴
、
漆
器
類
、
石
鹸

味
噌
、
醤
油
、
そ
の
他
小

物
類
等
多
数

日

時

場

所

一ご
ぞ
ん
じ
で
す
か
一

V
不
動
産
の
登
記
事
務
が

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
処
理
に

松
山
地
方
法
務
局
川
内
出
張
所

で
は
、
ロ
月
5
日
聞
か
ら
管
轄
区

域
内
の
不
動
産
(
土
地
・
建
物
)
の

登
記
事
務
を
次
の
と
お
り
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
化
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

-一。
ル/、

-・・・・・・圃闘闘-

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
化
さ
れ
ま
す
と
、

不
動
産
登
記
薄
の
謄
本
、
抄
本
、

閲
覧
の
取
扱
い
が
次
の
と
お
り
変

更
に
な
り
ま
す
。
交
付
の
子
続
は
、

原
則
と
し
て
現
在
の
手
続
に
同
じ

で
す
。

の不の不(
閲動謄動現
覧産本産
ヌ土えヰ 、登

記庫 抄本記簿)行

4 4 =:I 
J〆

約要登証登ピ

書 記事 書明事記 f後L t 
項項 )

相
続
、
売
買
等
に
よ
る
所
有
権

移
転
登
記
、
抵
当
権
設
定
登
記
等

の
い
わ
ゆ
る
甲
号
事
件
の
登
記
申

請
手
続
、
財
団
等
の
み
な
し
不
動

産
、
商
業

・
法
人
登
記
申
請
手
続

は
、
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

松
山
地
方
法
務
局
川
内
出
張
所

合
(
切
二
O
二
九

V
特
別
児
童
扶
養
手
当
制
度

精
神
又
は
身
体
に
障
害
を
有
す

る
児
童
に
つ
い
て
特
別
児
童
扶
養

手
当
を
支
給
す
る
こ
と
に
よ
り
、

障
害
児
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

手
当
は
、
障
害
児
の
父
若
し
く

は
母
が
そ
の
障
害
児
を
監
護
す
る

と
き
、
又
は
父
母
以
外
の
者
が
障

害
児
を
養
育
す
る
と
き
、
そ
の
父

若
し
く
は
母
又
は
養
育
者
に
対
し

支
給
さ
れ
ま
す
。

手
当
の
支
給
は
申
請
主
義
を
と

っ
て
お
り
、
手
当
を
受
け
よ
う
と

す
る
方
は
、
町
役
場
の
窓
口
へ
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

V
児
童
扶
養
手
当
の
受
給
を

手
当
は
、
父
と
生
計
が
同

一
で

な
い
次
の
い
ず
れ
か
の
児
童
を
監

護
し
て
い
る
母
、
も
し
く
は
、
母
が

監
護
し
て
い
な
い
場
合
は
、
そ
の

児
童
を
養
育
し
て
い
る
養
育
者
に

対
し
支
給
さ
れ
ま
す
。
(
た
だ
し
、

老
齢
福
祉
年
金
以
外
の
年
金
を
受

け
て
い
る
人
は
除
き
ま
す
。
)

①
父
母
が
婚
姻
を
解
消

②
父
が
死
亡
③
父
が
障
害

④
父
が
生
死
不
明

⑤
父
が
一
年
以
上
遺
棄

⑥
父
が
一
年
以
上
拘
禁

⑦
未
婚
の
母
の
子

③ 

⑦
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
明

ら
か
で
な
い
児
童

受
給
手
続

手
当
の
受
給
は
、
申
請
主
義
を

取
っ
て
お
り
、
手
当
を
受
け
よ
う

と
す
る
方
は
、
町
役
場
の
窓
口
へ

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
必
要
書
類

を
お
渡
し
し
ま
す
。

請
願
期
限

昭
和
六
十
年
八
月

一
日
以
降
に

手
当
の
支
給
要
件
に
該
当
す
る
よ

う
に
な
っ
た
方
に
つ
い
て
は
、
支

給
要
件
に
該
当
し
て
か
ら
五
年
間

が
経
過
す
る
と
手
当
の
請
求
が
で

き
な
く
な
り
ま
す
。

v
日
月
か
ら
重
度
心
身
障
害
者

医
療
費
・
母
子
家
庭
医
療
費

の
給
付
手
続
が
改
正

o
日
歳
以
上
の
人
が
重
度
心
身
障

害
者
医
療
費
公
費
負
担
制
度
に

よ
る
助
成
を
受
け
る
場
合
、
医
療

機
関
の
窓
口
で

一
部
負
担
金
を

支
払
う
必
要
が
な
く
な
り
ま
す
o

o
一
部
負
担
金
は
、
医
療
機
関
が

直
接
市
町
村
へ
請
求
し
ま
す
。

O
母
子
家
庭
医
療
費
公
費
負
担
制

度
に
つ
い
て
は
、
内
歳
以
上
の

人
で
す
。

詳
し
く
は
、

内
/
1
E
4
 

役
場
福
祉
課
ま
で
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12月予防接種計画表

予防被種名 三 種混合 予防接 種

接種日時 平成 6年12月7日(水) 午後 2 時~3 時

接種場所 健康センター l階集団検診控室

対象者 -平成6年8月末で2歳以上4歳未満の 1期

を3回接種していない児童

. 1期終了後1年以上たって 2期接種してい

ない 5歳6カ月未満の幼児

注意事項 -体温は接種会場で計ります。

-予防接種を受けますと 1週間は他の予防接

種を受けることができません。

-当日の入浴はかまいません。

. 37.5度以上発熱している場合は接種できま

せん。

持参品 -母子健康手帳、印鑑

間合わせ先 予防接種に関して、ご不明な点は、健康セン

タ一保健婦までお問い合わせ下さい。

電話:66-2191 有線5833

1 . 15えI~ごみ
12月ごみ収集計画表

*注射対象者の

保護者の方ヘ*

清掃センター
電話 66-4989
有線 3130 

収集曜日 JlX 集 地 域 収集日又は収集変更日

月・木
東谷・西谷(井内を除く)

埠ル- 土谷・滑川・天神・鳥の子・横灘団地 変更なし
ー ー 輪唱h ・ ~. . .輔糾崎・ー・4伊・ー ー ー・一 ー---ー『・一一--"ゅ ー-----.-・-ーー・ーーーーーーー
木 井内

火・金 北方 ・南方 12月23日(金)を
----ー+ー--“一一一千--ー『一ーー一一ー.“-----・〒一品--・ーーー・・ーー・ーーーーーーーーー

火 奥松瀬川 12月24日(土)に収集
週 前松瀬川(鳥の子を除く) 12月31日(土)の
水・土

町筋(天神を除く) ごみ収集は、お休み

2. 15;<'怠いごみ・粗大ごみ

4又 集 地 域 ガフス ・空ビン類 空き缶等金物類 組 大
守寺

みιー

東苔 ・西省(井内を除く)
12月12日(月) 12月26日(月) 12月19日(月)

天神 ・鳥の子・横灘団地

北方・南方・奥松瀬川 12月13日(火) 12月27日(火) 12月20日(火)

前松瀬111(鳥の子を除く)
12月14日(水) 12月28日(水)

町筋(天神を除く) 12月21日(水)

井内 ・土奇 ・滑川 12月8日(木) 12月22日(木)

Oふぐ中毒防止月間(12月1日から12月31日まで)く>

。。
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12月健康センターだより

;無松 午 12
料山後月
中 5 1 
央時日
保¥(木)
健午
所後
8 

時

三種混合予防接種

受付午後 2:00~ 3:00 

7 日 (;J()

健康センタ ー

健康センター受付午前 9 :00~10:00 育児相談8 [J i牛)

健康センター受付午後 1 :00~ 2:00 育児学級

こころの健康相談9 U幽

日

夜
間
電
話
相
談

対
健康センター午後 1:30~ 4:00 

12月1日
-7日

ロ
月
1
日、

2
日、

5
口、

6
H
、
7
日
の
午
後
5

時
か
ら
午
後
8
時
ま
で

エ
イ
ズ
で
悩
み
、
不
安
、

疑
問
を
持
っ
て
い
る
方

時象健康センター午前 8:30~10:30不用犬買い上げ毎週月曜日

健康センター健康相談・栄養相談 午前 9:00~12:00 毎週水曜日

健康センター午前 9:00~12:00母子手帳交付

ガリラヤ荘午後 1 : 00~ 3:00 機能回復訓練事業

専
門
の
医
師
等⑪⑪
が八四
む四 O
答五三
え五六
し
ま
す

電
話
番
号

エ
イ
ズ
な
ん
で
も
情
報
室

当番医

日場
所

受
講
料

公64-1611重信町田窪西本整形外科4 [] (日)

時

)，1民松 毎
料山午月
中後第
央 3 2 
f呆時月
健 30 ~i 
所分日
開
講

まま66-2066

ft64-5400 

川内町北方

重信町牛i晃~

山本内科

八木耳鼻咽喉科皮膚科

国立療養所愛媛病院

)
 
-Y
(
 
i
 
i
 

唱

E
A

噌

'
i

18 U (rJ) 

ft64-2411 重信町横河原23 U (ft) 

ft64-1234 重信町志津川藤石病院25 U (IJ) 

有線 5833ft66-2191 健康センター

救急病院案内

(問い合わせ先)

ft64-5632 (テレホンサービス)

窓

戸

籍

の

(
十
月
受
付
分

・
敬
称
略
)主

大

お
誕
生
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

!内11 天 f呆 f呆 井 上 f主
ぺEア 免
/ 内
/ {主
ヨ

神 壬ュ 免 中 砂、
所

/ 

田 {I;長 西 高 河 渡
井 {呆
ム円収E 森 田 f詰 立高 吉日

護
範 菊 手IJ 英 f恵 通

者
ム疋 t住 之 ムι 明 生

長 長 長 長
続

男 女 女 男 男 男
柄

ィ享宅 マ'"ノノ予あや 中山手 健日 陽官
名

j閏ど 太た
男ぉ 子二 莱+いは 自~~ 史主 前

6 6 6 6 6 6 
生

10 10 10 10 10 9 
年
月

25 18 17 7 6 27 
H 

ヲ貨

ご
め
い
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す

課
d歌、

日斎 1者 カ 土 天 ガ ヂド 猪 上 i可 τ仁土コ= f主
之

之
YオFノてド三 之 フ フ 内 之 内
ヤ 吋P 三日主

所
j甫 木 窪 ヰ土 Ih  コ ネ申 ヰ士 上 窪 砂、田 久

立 柴 領 会tム!， 三同邑 佐 自 富 里子 タも I口コ 佐 中日
氏

花 田家 同 里子 伯 戸 国 口同 {白 l京

ノ、 ノ、 ノフ イ政 子日 タ孫 ィ告 ヤ 民 、、、

}[.， I }[.， フミ カ四 ヨ チ名
子 ヨチ 子 ソ雄 彦 ヨ郎 イ悪 コこ

66 91 74 73 89 81 73 92 91 23 83 92 84 年齢

616 616 6 1 6 616 616 616 6死
亡

10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 年
月

29 25 24 24 20 18 17 9 114 14 14 212 日

立 柴 領 松 青 (主 臼 富 里子 タ』ご Ih コ 佐 相 世
花 田 家 岡 里子 {白 戸 同 口 岡 {白 原

タ 官t土T計

久 光 徳 イ 政 fri カ 静 庚 明
主JliJ 司 訣 市 ソ 雄 彦 ヨ 雄 進 i青 美

ハu，u
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日
の
欠
片
と
な
り
て
散
り
ゆ
く
木

の

葉

か

な

池

川

水

槽

つ
わ
ぶ
き
の
黄
色
い
花
よ
夫
の
忌

和
田
寿
喜
枝

ま
ろ
ま
ろ
と
茶
の
花
奮
み
峡
日
和

高
須
賀
茅
花

枝
打
つ
や
老
骨
確
と
使
ふ
詑

高
須
賀
清
江

新
蕎
麦
や
老
舗
の
黒
き
太
柱

高

瀬

照

幸

子
連
れ
猫
居
着
き
し
庭
の
小
春
か

な

楠

治

子

鎮
魂
の
一
旬
に
執
す
小
春
か
な

宮

内

竹

仙

ス
ラ
ッ
ク
ス
に
替
へ
て
花
野
を
歩

み

け

り

川

端

茂

野

裏
庭
を
溢
れ
て
咲
き
ぬ
花
八
ツ
手

池

川

鯛

谷

日
川
刊
誌
九
日

リ
ハ
ビ
リ
は
宮
の
石
段
広
い
庭

田

島

守

神
前
を
離
れ
お
み
く
じ
枝
に
花

平

岡

深

舟

雀
お
ど
し
思
わ
ず
シ
ャ
ツ
ク
リ
ま

で

止

ま

り

山

本

ひ

ろ

志

過
疎
の
宮
母
が
よ
く
し
た
百
度
石

篠
森
美
登
里

マ
ン
ネ
リ
で
打
て
ど
響
か
ぬ
夫
婦

仲

田

中

若

峯

玉
垣
ヘ
当
時
を
偲
ぶ
長
者
ぶ
り

高

岡

艶

女

山
あ
い
へ
響
<
神
事
の
大
太
鼓

今

井

清

水

宮
詣
り
嫁
と
姑
和
や
か
に
高

橋

五

陽

大
ホ
ー
ル
響
か
せ
て
い
る
ア
ン

コ

ー

ル

渡

部

佐

久

良

費
銭
も
酔
う
て
お
い
で
か
宵
祭
り

佐
々
木
胡
舟

残
酷
さ
見
事
美
化
し
た
活
け
造
り

近

藤

十

歩

箸
の
目
見
事
に
つ
け
て
朝
の
宮

山

本

紫

芳

フ
ル
ー
ト
の
響
く
音
色
に
す
い
込

ま

れ

都

築

登

貴

子

氏
神
は
湖
底
の
村
の
見
え
る
位
置

高
瀬
喜
撰
亭

忘
年
句
会
ご
案
内
l

i

l

-

-

十
二
月
三
日

ω
十
九
時
よ
り

町
東
部
公
民
館
に
て

〈
題
〉
①
望
み
②
た
そ
が
れ
③
興
味

多
数
ご
参
加
下
さ
い
ま
せ
。
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るこ荒 咲風介らはあで山 こ山思れはナるすを
。これ冬いにしれほついは 10とへいな無 o ぐさい
ろ、をて欧たなとたつ、月にでない理もこ山すつ
なミ想いかミくんがぱ秋ましかがなか今のによの
しツわるれツなど、いのでたけらあも月 H 雪うま
かパせのなパつみ今で花は O る、とし号野がにに
i宿ゴるをがコた のつなか
か卜強見らト o ・・・・・・・・・・・ 花くつ吹
っジ風つ、ジ先 圃圃・ 2・・・ ・ ・・・ H 季たく
てソがけ健ソ月 ・・・・F."/J・醒F2・・・・・・・・・ の節 。風
見ウ吹た気ウご ・・・・f':3堅田園・・・E司・E司・ コでもが
えもき O にが紹 圃・til~習期・IIffl司・聞 l あう肌

季
節
の
移
り
変
わ
り
を
思
い

~ー \、

に関花
生 東期
え t:L9 
る同 月
多四 1
革問自
九一
州
の
山

地

ア、;

問
、~ーー~

nu 
つμ

な
が
ら
、

く
と
、

渓
流
沿
い
の
道
を
行

白
い
小
さ
な
花
が
鈴
な

り
に
な
っ
て
い
る
の
が
見
え
て

き
た
。
白
い
花
び
ら
が
二
枚
だ

・
・
圃
圃
圃
・
・

け
残
っ
て
い
る

.

.

.

.

.

.

.
 散
り
か
け
た
花

.

.

.

.

.
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.
 と
思

っ
た
ら
そ

4
b
温
、
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-
う
で
は
な
い
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弘
山
岨
固
・
・

白
い
大
き
な
花

E
V川
晴
同
副
園

、
び
ら
の
上
に
三

・

・

・

園

枚
の
小
さ
な
花

FU--圃
び
ら
が
ち
ゃ
ん

匝
F
E也
圃
・
3
と
つ
い
て
い
る
0

・
・
・
・
・

E
二
枚
の
花
び
ら

・
・
・
・
・
圃

ば
か
り
目
立

っ

て
見
え
る
が
、
そ
の
上
に
あ
る

顔
は
愛
ら
し
い
。

下
に
垂
れ
た
花
び
ら
が
「人
」

の
字
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
「
人

字
草
」
と
い
う
名
が
つ
い
た
。

こ
の
小
さ
く
可
憐
な
白
花
は

夏
か
ら
秋
に
か
け
て
の
山
の
に

ぎ
わ
い
が
終
わ
る
こ
と
を
知
ら

せ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。


